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イチオシ！ 遠隔授業推進パッケージ「えんかくいろは」を紹介します。 
遠隔教育に関する国や県の方針で

は、遠隔教育システムを効果的に活

用し、教育の機会均等や児童生徒の

学習機会を確保し、平常時から非常

時に備えることが求められています。

また、高等学校では令和６年４月から

同時双方向型遠隔授業を導入し、最

大 36 単位まで単位修得が可能とす

る旨がまとめられています。  

このような中で、本県の令和６年度

の全国学力学習状況調査「児童（生

徒）一人一人に配備されたＰＣ・タブレ

ットなどのＩＣＴ機器について、希望す

る不登校児童に対する授業配信でど

の程度活用していますか」の質問項

目に対して、本県の小学校で活用し

ていないと回答した割合は、

19.3％で全国平均よりも 2.1 ポイン

ト上回っています。 

中学校で活用していないと回答

した割合は、23.1％で全国平均より

も 0.2 ポイント上回り、学校によって

全く活用していない実態がうかがえ

ます。  

教員の遠隔教育に対する期待感は

高いものの、実施に向けて研修が必

要であると感じていることから、令和

６年度総合教育センター「教育の

情報化研究グループ」では同時双

方向型遠隔授業の推進を支援する

研究に取り組みました。 

この研究では、教員が遠隔授業

の必要性を理解し、必要なときに同時双方向型遠隔授業

ができることを目指し、新たな教材「えんかくいろは」

を作成しました。「えんかくいろは」は、「えんかく事典」と 

「研修いろは」の２つのコンテンツで構成されています。 

「えんかく事典」の特長は２点 
その１ 短くてわかりやすい動画集 
その２ 教員だけでなく、児童生徒や保護者も視聴可能な内容 
「研修いろは」の特長は３点 
その１ スモールステップで学びやすい研修プログラム。校内研修はもちろん、個人でも進めることが可能 
その２ 気軽に楽しく取り組むことができる研修会の内容     
その３ 研修会担当者の準備をする負担が少ない研修会  

「えんかくいろは」 

のホームページは 

←こちらから 



先生方が勤務されている学校では、１人１台

端末環境をどのような教育活動で活用していま

すか。「毎日の授業で使っているよ」、「校外

学習での記録やまとめの作成、発表の場面

で使っているよ」、「実は活用する場面はあ

まり多くないないかな」といった声が聞こえて

きそうです。 

本県の令和６年度の全国学力学習状況調査

「児童（生徒）が自分の特性や理解度・進度に

合わせて課題に取り組む場面では、児童一人一

人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を

どの程度使用させていますか」の質問項目に対

して、本県の小学校で月 1 回未満と回答した

割合は、4.3％で全国平均を 0.1 ポイント上回

っています。 

中学校で月 1 回未満と回答した割合は、

9.1％で全国平均を 1.1 ポイント上回り、1 人 1

台端末の活用に関して、まだまだ改善の余

地があることが読み取れます。 

そこで今号では、総合教育センターの令和

元年度の長期研修で作成した教材「タブレ

ット端末活用研修パック ＋タブレ 2.0」を

紹介します。この教材の特長は２点あります。 

1 点目は、研修内容のステップ１と２は、GIGA

スクール構想や協働学習、個別学習といったキ

ーワードで研修内容が項立てされており、ICT 活

用の基礎・基本について、校内研修はもち

ろん個人で必要な内容を選択して研修するこ

とができます。 

２点目は、研修パックを校内研修のプログラム 

に組み入れることで、１人１台端末の利活用の促 

進や児童生徒の主体的な学びを展開していくた 

めの授業改善に向けた取組を進めていく研修に 

活用できます。 

令和元年度以降、GIGA スクール構想に基づく１人１台端末の整備、クラウドサ

ービスの本格活用が進み、一人一人の多様なニーズや特性等に対応した個別最

適な学びと協動的な学びを充実させることができるようになりました。 教育 DX が

進展する中で、教育委員会及び学校に必要とされるセキュリティ対策は高度化し、

ますます重要度を増しています。 教育現場における情報セキュリティは、教職員等

の存在はもちろんのこと、児童生徒・保護者の存在、 取り扱う情報の多様性・多目

的性、教育クラウドの活用など教育現場ならではの特徴を考慮することが求められ

ています。ぜひ、各教育委員会が策定している規程を確認するとともに、この「教育

情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」を職員会議等で話題にして教職員

のみなさんで情報セキュリティの意識を高めていきましょう。 

 

先生方の教える力を１人１台端末の活用でパワーアップ！ 

「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」（令和 7年 3月）が 

                                           公表されました。 

（編集後記） 新学期がスタートし、各校では児童生徒の明るく元気な声が聞こえ、活気に満ちあふれているのでは
ないでしょうか。センターでも今年度の研修が始まりました。情報教育班では、研修会に加え、Mナビ TVやMナビ
新聞で先生方の力になる情報を発信していきます。各校でご活用ください。                   ［担当：大泉］ 

 

「タブレット端末活用

研修パック 

＋タブレ 2.0」 

のホームページは 

←こちらから 


